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研究の背景と目的

近年､クチコミやオンライン･コミュニティなど経済主体間の関係を
ネットワークとして捉える視点が重視されている｡
これまでの研究の多くは構造主義的な立場

社会ネットワークを所与として主体の行動やパフォーマンスが規定される
しかし､
個人がソフトウエアを開発→オープンソース･ソフトウエア･コミュニティ
が形成

主体の行動によってネットワークが変化する可能性もある｡
本研究の目的

社会ネットワークの形成の促進要因を把握する｡
主体と主体との関係､および主体の行動が相互に影響しつつ進化するという
共進化の視点を採用｡
先行研究におけるネットワーク形成要因についての理論的検討および実証｡

先行研究
ネットワーク(タイ)の形成の規定要因

ランダムネットワーク
ランダムに相手を選択

同類性　homophile　
(年齢､性別などが)類似した相手を選択

推移性　(Granovetter 1973)　i→h､i→jであれば　h→j
互酬性　　i→jであればj→i
バランス/構造同値(結びつき方が類似している相手と結びつく)
人気　Popularity (Barabasi 2005)

多くの相手と結びついている者ほど選択される
社会関係資本

Coleman(1995) 社会関係資本に恵まれているほど､より多くの関係を形成
Burt (1992)　構造空隙に面しているほど､隔てられたアクターを仲介することによってメリットを
受ける｡
実証例　Walker and Kogut (1997)　バイオ産業における企業間提携ネットワーク

Colemanの理論を支持
補完性　戦略論

(戦略的)補完性が高い者と提携

行動と社会ネットワークの共進化(Snijders 2005)

青少年の喫煙行動と社会ネットワーク(Mercken et al.2010)
青少年は友人が喫煙していると本人も喫煙していることが多い｡

二つの説明
喫煙しているような相手を友人として選ぶ?→友人選択

行動の類似性 at t-1  →友人選択　at t
友人なので影響されて喫煙するようになる?→友人からの影響

友人関係 at t-1  →行動 at t
フィンランドの青少年への時系列調査

友人ネットワーク､喫煙行動:4時点
確率的アクターベース･モデル probabilistic actor-based modelに
よって分析

二つの影響とも有意となったが､友人選択の方が影響が強い｡
時間とともに､二つとも影響は弱くなる｡

確率的アクターベース･モデル Probabilistic Actor-based Model
(Snijders 2001,2005; Snijders et al. 2005,2010 )

x(t)   tにおける社会ネットワークの配置(0/1)

z(t)　tにおける行動(ordinal scale)

それぞれ0/1､ordinal scale で表現｡

x( i !j)　アクター i と　アクター　j との関
係の変化
f="　#k*sk 

社会ネットワークについての評価関数　
g="　$k*skz　

Endowment 関数 

sk:iを含む局所的社会ネットワークの特性値
s1=xi.="jxij    出次数
s2="jxijxji    互酬性
など

社会ネットワーク変化

行動変化

分析対象/データ

(旧)Niftyserveのモバイルギア･コミュニティ(電子会議室) 
モバイルギア　Mobile Gear(NEC)

1996年4月発売
DOSという汎用性のあるシステムだが､それには触れないようにNEC独自のプロ
グラムランチャーを用意｡
処理の遅さ､ユーザーインターフェースの悪さなどから､ユーザーがDOSを使える
ようなソフトウエアを開発｡
日本語表示､キー入力など利用しやすくするためのソフトを開発｡

事例/データの特徴
ユーザーによる創造
オンラインコミュニティ
　→社会ネットワークデータとして扱える｡
始まりから終わりまでのネットワークの状況を把握できる｡

記述統計

1996/4/25-1999/11/29
参加者(発言or ソフトウエア公開)　1078名

うちソフトウエアを開発､公開した者　100名
32,341メッセージ
398のファイル､ソフトウエアが公開｡

後のオープンソース･ソフトウエアとは異なり､ソースは公開されないものが多い｡
ソフトウエアは｢個人｣で開発

行動
コメント投稿
ファイル(ソフトウエア)公開

社会ネットワーク
コメント投稿関係

3ヶ月毎に集計
8期分(累積変数を説明変数とするため､2-10期分)

メッセージのやりとりから近接行列を構成(0/1)

モバイルギア･コミュニティの成長と個人の行動
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新コミュニティへの移行

社会ネットワークと行動(全期間プール)

赤 :ソフトウエアを公開した者
青:公開していない者
ノードの大きさは投稿したメッセージの多さに比例｡
Isolateは除外した｡



仮説の枠組み

タイの形成

メッセージ発信

ソフトウエア公
開

共有知識

社会ネットワーク(の変化)

社会ネットワー
クの構造(特徴)

共有ソフトウエ
アノウハウ

行動(の変化)

仮説:説明変数と期待される影響
社会ネットワークの変化

各期毎の平均的変化 
社会ネットワークの特性

互酬性 (+)　推移性 (+)
バランス (+)　人気(+)

行動
投稿

自分の投稿数 (+)　相手の投稿数 (+)
投稿数の(相手との)類似性 (+)
累積開発ファイル数(+)　
累積メッセージ投稿数数(+)　

開発
自分のソフト公開数(+)　相手の公開数 
(+)
ソフト数の(相手との)類似性 (+)
累積開発ファイル数(+)　
累積メッセージ投稿数数(+)　

行動の変化
各期毎の平均的変化 
行動×社会ネットワーク
自分の投稿数×入次数(+)
自分のソフト公開数×入次数 (+)

推定

RSiena 4.0(Ripley and Snijders 2010)
社会ネットワークの変化､行動の変化を考慮した 確率的 Actor-
based Model の推定が可能

1078名すべての分析は困難であったため､ファイルを公開した100
名
モデル 

行動
投稿のみ
ソフト公開のみ
○ソフト公開+投稿

パラメータ
期間による変化なし
期間による変化あり

推定結果(ソフト開発､投稿)

期間別の平均変化率も推定したが省略した｡
パラメタ時間依存モデルについては､互酬性を時間依存とした｡

結果
社会ネットワークの変化
社会ネットワーク特性

互酬性､推移性､平衡(バランス)､入次
数(人気)とも正で有意｡

先行研究で指摘されていた点を確
認｡

行動
開発

類似性のみ正で有意→プログラミン
グ量の類似している者同士で関係が
形成されやすい｡

投稿
自己､相手とも投稿している者同士
で関係が形成されやすい｡

行動の変化
開発

(メッセージ)入次数が正で有意｡
他者の意見を取り入れることが開発
につながる｡

累積ファイル公開数
+を期待したが (知識が蓄積される) 
負で有意｡→必要なソフトが開発さ
れてしまい､新なたソフトが開発さ
れにくくなる｡

メッセージ発信
(メッセージ)入次数は有意ではない｡
自己の発信数^2が正で有意｡2極化す
る傾向がある｡
累積ファイル公開数　負で有意｡ →必
要なソフトが開発されてしまい､それら
への投稿が減少｡

研究からの知見/貢献

研究の目的
社会ネットワークの形成の促進要因を把握する｡

知見､特徴
社会ネットワークの基本構成要素である､タイの形成に注
目｡
これまで指摘されてきた社会ネットワーク要因の多くが正で
有意であることを確認｡
さらに､社会ネットワークと行動の共進化についても分析｡
行動については､ソフトウエア公開､メッセージ投稿に注目｡
行動→社会ネットワーク形成､社会ネットワーク特性→行動:つ
まり行動と社会ネットワークの共進化を確認｡

実務へのインプリケーション

社会ネットワークの成長
核となるメンバーが存在
し､それが時間ともに変
化する｡
時期､社会ネットワーク
の状態によって､必要と
される役割､それを担う
者が異なる｡

それを把握することが重
要｡

ソフトウエア開発者だけ
でなくニーズ投稿者も重
要｡ユーザーによる開発､
イノベーションの重要
性｡
メンバーの役割

イノベーションの多くは
ニーズ情報×技術情報｡

今後の課題
メッセージの内容分析､分類

ニーズ情報と技術情報ではソフトウエア公開への影響が異なるのではない
か?

他の事例との比較
ここでの知見が他の事例でも成立するか?

行動→成果を考慮したモデル化､分析
例　パテントネットワーク

ネットワーク:共出願､引用
行動　共同出願
成果:　登録､引用

好ましい成果を挙げた共出願関係は継続しやすいのではないか?
他のオープンソース･ソフトウエアプロジェクト

ネットワーク:コメント､共同開発
行動:投稿､開発､
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